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氏名前田亮

(論文内容の要旨)

世界的なｲﾝﾀ-ﾈｯﾄの発展による各地域での利用者の拡大に伴い, Web文書に用い

られる言語も従来の英語中心から様々な言語に広がりつつある.しかしながら,これらの多

言語文書群を続-的に扱う検索ｼｽﾃﾑの実硯には,解決されていない様々な課題がある.

利用者の観点から見ると, -般的なｲﾝﾀ-ﾈｯﾄの利用に不可欠なﾃｷｽﾄ処理機能

は,表示,入力,検索の三つである.しかしながら,たとえば日本語,中国語,韓国語な

どの言語については,ﾃｷｽﾄの表示や入力に必要な文字ﾌｵﾝﾄや入ｶﾒｿﾂﾄﾞが必ず

しもｸﾗｲｱﾝﾄ側にｲﾝｽﾄ-ﾙされているとは限らない.

-方,ｼｽﾃﾑ側の観点から最も面倒な間題は, Web文書に用いられる文字符号系が言

語により多種多様でありながら,多くのWeb文書にはそれ自体に符号系のﾒﾀ情報が含ま

れていない点である.これは, Webﾌﾞﾗｳｻﾞ上での文字化けや, Web検索ｴﾝｼﾞﾝにおけ

る誤った索引付けの原因となる.

また,特に利用者の母国語以外の言語で記述された情報の方が豊富である場合,利用者

が不慣れなあるいは読み書きができない言語で記述された文書を検索したい場合があると

考えられる.このような情報を検索したいというﾆ-ｽﾞは少なくないと思われる.このた

め,ある言語で書かれた文書群を別の言語による間合せで検索することを可能とする言語

横断情報検索(Cross-Language lnformation Retrieval: CLIR)に関する研究が近年盛んに

なってきている.しかしながら,多様な言語およびﾄﾞﾒｲﾝの文書が混在するWeb文書に

村して相応の検索性能を得ることは困難である.

本論文では,これらの間題点に村するいくつかの解決策を示すことを目標とする.具体

的には,次のような手法を提案する.

1.ｸﾗｲｱﾝﾄ側にｲﾝｽﾄ-ﾙされているﾌｵﾝﾄや入ｶﾒｿﾂﾄﾞに依存しない,多

言語ﾃｷｽﾄの表示および入力機能

2.統計的手法とﾋｭ-ﾘｽﾃｲｸｽの併用による, Web文書の言語および符号系の自動

識別ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ

3.Web検索ｴﾝｼﾞﾝから得られた単語共起情報に基づく,多様なﾄﾞﾒｲﾝのWeb文書に

適した言語横断情報検索手法

これらの三つの手法を統合することで,利用者の母国語以外の言語で書かれた文書への

ｱｸｾｽを支援するｼｽﾃﾑを実硯した.このｼｽﾃﾑにより,ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄに特有の多

言語情報処理に関わるいくつかの間題点に村して, -走の解決策を提示することができた.



氏名 前田亮

(論文審査結呆の要旨)

本論文は,ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ上における多言語情報処理に関わる間題点について,利用者

側とｼｽﾃﾑ側の観点からの解決を図った研究について述べたものである.本論文におけ

る研究成果は次の3点に要約される.

(1)多言語Webﾃｷｽﾄの表示および入力機能:

本研究では,ｸﾗｲｱﾝﾄ側へのﾌｵﾝﾄや入ｶﾒｿﾂﾄﾞのｲﾝｽﾄ-ﾙを-切必要

としない多言語ﾃｷｽﾄの表示および入力機能を実硯している.本手法は, HTML文

書にその文書中に出硯する文字のみのﾌｵﾝﾄを付加した形のMHTML文書と呼ぶ形

式のものを作り,それを表示するためのJavaｱﾌﾟﾚｯﾄと共にｸﾗｲｱﾝﾄのWebﾌﾞ

ﾗｳｻﾞに送ることにより,多言語ﾃｷｽﾄの表示および入力機能を実硯している.本

手法は,ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄの-般的な利用者が容易に利用でき,かつ効率的な多言語ﾃ

ｷｽﾄの表示および入力機能を実硯する実用的な手法として高く評価できる.

(2) web文書の言語および符号系の自動識別ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ:

本研究では,統計的手法とﾋｭ-ﾘｽﾃｲｸｽの併用による,文書の言語および符号系

の効率的な自動識別ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを提案している.本技術は,硯状においてｲﾝﾀ-

ﾈｯﾄ上の文書を扱う上で重要な基本技術である.提案手法は,ｱｼﾞｱ言語とﾖ-ﾛﾂ

ﾊﾟ言語からなる12言語10符号系を村象とした実験において, 98%以上の正解率が得

られている.本研究は,従来の手法と比較して大幅な効率の向上を達成しながら,ほ

ぼ同等の正解率を得ることに成功しており,評価できる.

(3)多様なﾄﾞﾒｲﾝのWeb文書に適した言語横断情報検索手法:

本研究では,容易に利用できるWeb検索ｴﾝｼﾞﾝから得られた単語共起情報を用いて,

言語横断情報検索における訳語の暖昧性解消を行う手法を提案している.実験の結果,

-般的なWebの利用者が用いるような非常に短い間合せに村して本手法が有効である

ことを確認している.また,検索村象と-致するｺ-ﾊﾟｽを用いることで,人手で翻

訳した場合とほぼ同等の検索性能が得られることが示されている.本研究は, Web文

書の言語横断情報検索における訳語暖昧性解消に村する実用的な解決策を示している

点で評価できる.

以上のように,本論文における三つの研究成果は,ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ上における多言語文

書の処理に関わる問題点に対する実用的な解決策を提示しており,学術上,応用上寄与す

るところが多い.また,本研究の成果は,学術論文4件および国際会議3件において公表さ

れているほか,研究成果の-部について平成11年度情報処理学会論文賞を受賞しており,

本研究の学術面での頁献を認めることができる.よって,本論文は博士(工学)の学位論

文として価値あるものと認める.


